
No.2

事業名
個別事業名

（必要に応じて記入）

空き店舗を活用した「お休み処」

の充実

部課名

事業期間 開始年度 完了予定年度

事業目的

事業内容

実施上の課

題と対応

単位 令和元年度実績 令和2年度見込み 令和3年度見込み

千円 2,665 2603 2603

光熱水費 千円 192 224 224

施設修繕料 千円 0 0 0

通信運搬費 千円 37 43 43

運営委託料 千円 656 633 633

お休み処清掃委託料 千円 58 89 89

お休み処賃借料 千円 1,722 1,584 1,584

お休み処玄関マット等使用料 千円 30 30

千円

千円

千円

千円

千円 1,760 870 1,740

正職員・再任用職員 千円 1,760 870 1,740

会計年度任用職員 千円

嘱託職員 千円

臨時職員 千円

千円 4,425 3,473 4,343

千円 4,425 3,473 4,343

国・県支出金 千円

地方債 千円

その他特財 千円

一般財源 千円 4,425 3,473 4,343

単位 令和元年度実績 令和2年度見込み 令和3年度見込み

１年間の延べ利用者数 人 7,928 0 8,660

１日の平均利用者数 人 34 0 34

高齢者の外出動機の高い理由である「買い物」に視点を置き、商店街の空き店舗を活用し、平成15年に湖北駅南口に「お休み処」を

開設しました。地域の高齢者が健康で生きがいのある生活を送れるよう、高齢者の外出を支援するお休み処、立ち寄り所的な機能を

有した、高齢者が気軽に集える場所となっています。運営を社会福祉協議会に委託し、ボランティアの協力のもと、給茶や日替りの

サービス等を提供したり、コミュニケーションを図ったり、講習会の開催や健康相談を行ったりするなど、高齢者の趣味・趣向をと

らえた運営を行っています。

事業シート（概要報告書）

お休み処

健康福祉部　高齢者支援課

平成15年度

高齢者が気軽に集える場所を提供することによって、高齢者の閉じこもりを予防するとともに、地域での交流を促進し、健康で生き

がいのある生活を支援することを目的としています。

指標名

開設当初は、商店街の空き店舗を活用したモデル事業として、空き家活用や商業活性化を目的としていましたが、現在は高齢者の外

出の機会となる集いの場としての役割に変化しています。そうした中、近年は担い手の確保が課題となっています。また、目的に合

わせ、立地や家賃負担についても検討が必要です。さらに、コロナ禍において、利用者、ボランティアともに高齢者であり、新型コ

ロナウイルス感染症のリスク回避のため、令和2年3月から事業の休止が続いています。

新型コロナウイルス感染症の収束が見えない中、事業手法の見直し等、建物の賃貸借の是非を含めた検討を早急に行いたいと考えて

います。

費用

事業費

内訳

人件費

内訳

財源

内訳

事業実績

総事業費（事業費＋人件費）


